
イ
ン
と
い
た
し
て
、
そ
の
解
浴
じ
ァ

S
Fび
た
も
の
で
あ
っ
た
と
申
さ
ね
ば
な
り
t
2
3
2

…
練
情
第
二
十
九
号
市
民
税
(
特
別

を
踏
み
出
す
べ
き
事E

な
い
か
と
一
ま
す
ま
い
が
、
蓄
に
申
し
て
、
わ
に
一
コ
ー
引
が
川
一
撃
)
世
話
瞳

2
2

つ
い

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
ア
柱
、
霊
長
会
ど
襲
撃
者
一
川
内
一
て
の
陳
情

す
で
に
都
議
決
に
震
り
、
実
施
い
な
一
で
、
財
政
上
の
知
識
も
な
い
人
加
な
の
二
帯
韓
盛
山
一
二
十
音
平
塚
港
対
策
委
員
会

し
て
ま
い
り
ま
し
た
一
一
一
十
年
度
の
第
一
一
で
、
か
り
じ
多
少
の
経
験
出
負
は
持
つ
一
，

f
3
7
1
2
i
i
L

一
耳
審
の
こ
と
じ
つ
い
て
護

霊
長
し
ま
し
で
も
、
棄
は
ら
は
一
て
お
り
、
詰
の
雪

l毒
事
じ
一
十
三
日
華
英
会
選
議
員
会
一
一
一
土
谷
文
教
常
任
委
員
会

警
財
政
包
括
服
、
重
要
の
確
立
一
て
お
っ
た
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
に
わ
一
泊
霊
会
の
乙
と
こ
っ
、
て
審
議
一
市
立
高
等
学
校
襲
警
霊
に
つ

富
ざ
し
て
、
震
襲
警
想
っ
て
ず
に
重
の
寄
望
組
替
委
笹
口
一
霊
常
任
白
劃
一
い
て
襲

議
い
た
し
ま
し
長
室
と
し
ま
じ
一
す
る
の
時
日
と
喜
と
を
雪
得
ほ
か
一
市
営
伎
宅
の

ζ
と
じ
つ
い
て
霊
一
一
一
十
八
日
総
務
常
任
議
員
会

て
刈
、
時
そ
の
薪
量
後
に
お
レ
一
っ
た
の
て
わ
ず
か
に
襲
の
応
急
処
一
十
四
日
霊
常
任
委
員
会
一
書
改
革
の
乙
と
に
つ
い
て
審
議

議
を
す
るoす
な
わ
ち
政
府

5
5
よ
っ
て
主
主
喜
重
一r
η詩
九
日
立
」
震
と
し
て
追
加
警
の
号
執
っ
た
一
陳
情
第
一
ニ
十
号
万
国
土
地
皇
、

j
i
l
t
-
i
J

h
諮
問
生
…
時
一
時
一
時
一
括
耕
一
日
一
一
時
間
川
市
町
一
時
間
諮
問
出
品
一

i
u
r

軒
目
日
間
い
ど
れ
品
目
町
百
計
一
一
一
計
一
品
刊
誌
紅
白
日
一
の
当
初
予
算

l何
倍
崎
直
以
下
ニ
頁
へ
つ
づ
く
一
日
抗
日
…
一
認
可
詰
判
官
一
一
一
「
向
性
弓
討
議

許
諾
軒
当
日
一
言
明
許
諾
話
刊
行
刊
誌
な
い
の
一
塁

E
t
-
-
F

一
貫
立
法
L
dれ
告
書
選

軒
詩
話
持
一
部
十
円
号
民
主
計
れ
れ
れ
詰
向
日
時
一
管
轄
機
購
構
改
革
一
二
弓
話
村
長
会
一
良
川
町
持
暗
号

一
一
一
明
日
以
司
一
日
前
回
即
時
諮
問

A
Z供
同
時
何
百
一
芸
事
務
の
章
一

i
h

ド
立
し
円
減
伊
一
一
月
け
れ
つ
い
て
一
一
時
中
司
自
信
品

川
駐
日
目h
u
h
-
九
七
日
持
訪
問
五
日
開
目
立
引
一
長
誌
は
註
許
可
容
よ
軒
目
臨
時
的
持
韓
日
崎
市
霊
祭

地
方
財
政
確
立
協
雲
な
る
も
の
義
一
わ
が
喜
こ
巧
て
ま
、
書
の
一
ま
す

o

張
、
聖
書
小
学
校
の
叶
一
塁
の
確
立
と
霊
能

5
4
1四
月
一
日
J
発
足
い
ま
し
た
と
に
対
す
る
特
別
室
専
に
つ
い
一
例

一

4
ι
@
4

一
校
拍
手
解
消
す
る
た
め
の
判
明
校
舎
の
増
設
一

!
l
j
i
l
l
i
l
i
-
-
i
l
i
-
-

一
一

け
て
検
討
し
て
お
り
、
そ
の
対
策
事
万
ど
、
少
々
、
畠
雪

P

を
習
負
つ
一
一
時
一
て
の
襲
一
議
集
第
四
十
九
号
寄
附
採
精
に
つ

り
れ
刊
誌
b
u
k
h
口
三
一
許
諾
丹
江
諮
問
諮
問
吋
川
町
山
内

A
A埼
切
れ
支
長
一
間
前
日
付
引
い
れ

rげ
は
同
一
議
所
に

5
1
0

一
~
こ
。

Tて
、
2
5
章
者

4
F

一
発
足
し
ま
し

f
f

策
調
整
に
一

i

号
室
長
管
区
域

も
と
よ
り
赤
字
震
罰
は
い
ろ
い
ろ
あ
一
品
事
単

i
B

聾
策
の
結
集
ア
あ
り
ま
す
。
し
力
も
こ
れ
は
喜
土
昭
和
一
一
十
九
年
七
月
十
五
日
沼
村
主
一
よ
り
本
年
四
月
一
車
内
要
所
は
均
一

u従
前
ど
お
り
で
す
。

間
一
一
一
一
諮
問
一
時
期
一
戸
町
出
諮
問
問
主
一
{
総
務
課
い
で
同
日
付
霧
器
禁
法
)

堅
議
任
が
あ
る
0
2
で
互
い
に
E
2
4
の
財
産
主
っ
て
す
り
ま
す
。
一
一
「
統
雲
護
副
長
舗
♂
連
関
語
、

話
諮
問
』
れ
円
以
下
広
告
特
紅
白
れ
れ

u
u
h
れ
れ
い
目
下
計
一
…
刊
誌
一
十
財
政
課

i円
詰
政
問
科
目
的
判
長
官
官

υ

言
、

ζ

れ
は
共
倒
れ
に
な
り
、
っ
一
と
う
て
い
喜

7
4
f

ま
か
な
い
一
震
と
申
喜
善
解
消
し
川
上
下
税
務
課
ム

l

賦
課
係
長
選
、
霊
童
話
饗
安
置
さ

ま
る
と
乙
号
、
震
は
り
富
な
り
一
き
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
例
是
正
一
葉
一
都
市
復
興
針
路
と
称
す
る
事
長
一
一

1
徴
牧
係
門
徴
政
全
般
)

一
室
雪
打
た
れ
る
量
に
到
っ
て
お
一
一

j管
理
諜j

一 i
管
潔
係
(
鵬
腕
u
d
u
m
鮒
一
一
世
十
腕
開
店
舗
齢
、
国
有
)

一
之
の
で
あ
り
ま
す
。
代
り
に
、
特
別
都
一
一

j

用
度
係
議
営
費
、
保
管
、
不
用
品
処
分
関
係
)

否
両
と
い
う
名

E

よ
っ
て
、
警
一
長
一
寸
農
林
水
産
係
門
農
水
産
金
般
、
漁
忍
魚
市
場
〉

一
の
復
興
一
計
画
事
業
を
継
続
せ
ざ
る
喜
一
寸
助
役
十
産
業
課

l
け
翻
ヱ
糊
d

語
訳
時
間
韓
併
~
特
耕
地
盤
盟
、

J

一
な
L

と
い
う
段
隠
語
っ
て
お
あ
の
で
一
市
一
一
一
「
土
地
法
臭
事
業
、
農
薬
品
会

F
A
H
会
)

一
あ
り
ま
す
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
倍
、
い
つ
一
「
事
業
係
ハ
競
輪
、
競
馬
関
係

U

一
ま
で
も
繋
指
都
市
主
ご
ざ
い
と
は
寄
っ
一
一
l

民
生
係
ハ
厚
生
念
日
齢
、
鹿
給
関
係
、
国
民
健
嘉
保
険
〉

一
て
は
お
れ
な
い
。
望
、
戦
災
都
市

L

ア
民
生
課
!
?
保
健
衛
生
係
(
保
健
額
三
藤
)

一
の
み
許
さ
れ
て
お
っ
た
競
欝
翠
需
の
知
一
{
戸
籍
住
民
登
録
係
ハ
戸
籍
、
住
民
登
録
関
係
〉

一
哲
也
、
先
頃
、
遺
産
大
阪
の
通
遥
と
し
一
寸
土
木
係
(
土
木
関
係
全
般
〉

一
て
二
回
一
甘
の
出
路
上
を
命
む
て
き
て
お
下
建
設
課
!
丁
態
築
係
ハ
建
築
関
係
全
般
〉

一
り
ま
す
。
す

4
わ
角
ζ
4
L
ち
の
段
階
「

j

貯
務
係
ハ
失
業
対
策
事
業
関
係
〉

一
で
は
、
康
的
的
に
、
戦
災
復
興
の
た
め

の
赤
字
は
己
む
を
得
ぬ
と
い
う
観
念
で

章
一
財
政
選
認
じ
肯
定
し
て
お
ら
れ

る
時
焦
点
な
い
と
い
う
と
と
で
品
り

ま
す
。
換
言
す
れ
ば
、
戦
災
復
興
に
よ

っ
て
己
む
宇
祖
師
ず
生
じ
た
塗
芝
終
止

符
を
打
ち
、ζ
乙
尽
を
ス
タ
ー
ト
・
う

平塚市の人口と嘗噂数
絡殺事1年 3 月1 目玉露夜

〈援計人口〉

人口 6γ.53 6 入

食事替数 官 4.54 6俊平審

制惜して (12;品)増加

丹定伊宮市議会

勝
鰭
金
開
設
の
確
立
を
贈
し
て

昭
和

一
年
慶
予
算
寺
可
決

一
一
一
月
定
例
市
議
品
開
は
十
二
日
平
塚
市
議
事
場

L
招
集
さ
れ
、
昭
和
三
十
一
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予

算
、
欝
輪
競
馬
、
留
民
健
康
保
憶
の
各
特
別
会
計
歳
入
品
抽
出
予
葬
を
含
む
一
一
一
十
五
件
の
室
要
議
案
が
よ

認
さ
れ
、
一
一
す
月
二
十
六
日
そ
れ
ぞ
れ
可
決
さ
れ
た
。

会
期
第
一
一
日
間
同
の
十
一
一
一
日
、
市
長
以
昭
和
三
十
一
年
度
施
設

E
品
開L
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

く 1 ) 

月発
発行所

平塚市役所
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福
社
事
務

手空
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保庶盟

護務所

係係 R 
--、ハ籍
等生福
者活祉往
橋保事民
祉護務王査
訟法所録

齢号
欝53
重量 U 8 

iiiiU1百九?
??ii 建雪 1) l~ ~ 
長232S地
駐車 7善寺豆
郡長 Z の士
?宣言埋木届 ω

ま害事量出出

ii 守票は
車 釘ミ J、、

警査
丈宗の室部水室

ZF221 
雪23 関
部員善計

ー
収
入
役i

議
会
事
務
局

出
納
係
(
牧
入
役

D
所
管
す
る
事
務
〉

教
育
委
員
会
事
務
局
は
従
前
ど
お
り
で
す
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勺l
i
t
z
i

山
地
方
自
治
法
第
一
一
一
い
て
を
入
と
な
っ
た
富
補
慰
金
の
ち
汚
合
計
九
、
七

0
0、
o
o
o
E
一
塁
委
員
霊
光
太
郎
一
室
、
富
士
見
小
学
校
マ
九
月
一
一
十
二
真
市
長
施
政
方
針
一
り
、
一
一
一
十
一
年
度
以
降
、
と
の
不
強
会
一
審
保
持
に
努
力
い
た
さ
ね
ば
、
翠
一
事
訟
を
ま
れ
ず
、
独
自
の
喜
一
警
な
も
の
だ
と
、
繁
人
の
わ
き
し

霊
…
富
士
一
章
一
一
一
室
言
語
助
金
六
、
九
七
六
一
加
算
す
れ
ば
、
警
豪
雪
概
算
丘
一
同
感
警
官
!
空
襲
、
思
小
学
校

V

一
よ
り
続
く
告
義
せ
ね
は
苦
ぬ
き
の
で
一
財
政
を
買
収
じ
て
そ
の
健
全
性
害
事
選
た
ぬ
都
車
、
蓄
に
、
足
に
量
じ
ら
れ
る

2
2

率
、

f

望
通
事
言
よ
り
一
五O
O
丹
、
港
小
学
校
長
告
書
一
六
、

0
0
0、
0
0
0肉
と
実
し
、
一
マ
一

t
月
二
十
七
日
月
例
議
室
一
九
月
二
十
八
日
!
皇
高
等
学
校
、
高
一
一
め
り
ま
す
。
一
事

ζ

と
は
困
難
な
の
で
あ
り
ま
三
極
的
に
棄
の
発
践
を
目
ざ
じ
て
春
一
そ
の
規
格
客
員
約
さ
れ
る
が
た
め

日
官
接
…
審
査
に
附
さ
れ
た
一
防
護
九
九
、
九

0
0
一
霊
長
喜
一
完
走
、
歳
入
の
毒

L

お
い
て
予
一
(
雪
ざ
マ
六
月
十
一
一
一
臼

l

喜
一
夜
高
等
学
校
マ
十
月
六
日

i

月
例
出
一
お
い
て
一
一
一
十
年
度
予
算
は
こ
れ
を
そ
の
一
予
算
事
、
数
字
上

9
3
7

喜
一
そ
と
で
手
広
重
機
構
電
量
た
め
語
、
警
の
一
状
態
で
は
、
勢
い
一
に
、
華
麗
に
思
い
切
っ
た
謀
議

。
一
…
字
予
…
昭
和
一
一
十
九
年
度
一
塁
の
市
営
体
主
建
襲
警
官
憲
章
し
た
一
七
、
ニ

0
0、
o

一
課
六
月
二
十
七
日

i

員
約
検
査
一
納
検
査
(
八
月
会
マ
十
月
十
一
一
一
日
一
ま
ま
踏
襲
す
る

2

む
な
き
に
巡
っ
た
一
わ
せ
る
た
め
に
、
歳
入
史
君
事
一
天
皇
塁
君
主

E

、
丘
黒
字
で
は
い
ち
れ
な
い
。
事
害
け
一
り
、
ま
た
は
新
し
い
者
認
に
よ
る
政
策

1

一
一
d

場
芳
一
般
会
計
及
ひ
特
一
、
一

O
八
、
六
七
六
月
、
告
書
度
…

0
0
一
月
は
、
一
時
借
入
害
車
場
一
(
丘
丹
念
マ
七
月
七
日
!
税
務
態
一

1

月
例
車
検
査
〈
九
月
分
)
マ
十
一
重
で
あ
る
と
と
な
…
雪
萩
ね
が
い
た
一
を
計
上
す
る
の
は
、
毒
事
政
皇
室
警
暴
っ
た
と
乙
予
手
い
に
一
る
わ
り
な
幽
か
な
い
の
で
め
り
ま
す
一
に
ぞ
て
、
予
算
審
符
け
字
会

見
一
…s!

五
章
受
検
出
一
緊
諸
投
入
に
委
入
と
弘
っ
た
体
育
…
替

A
A
た
も
の
L
し
て
、ζ

れ
を
予
算
額
マ
七
月
十
五
日

l

月
例
最
重
(
六
一
月
一
一
十
日

i

平
塚
市
淘
喜
平
ニ
い
と
忠
つ
の
で
奇
ま
す
。
し
も
、
一
撃
事
、

ζ
れ
は
さ
誌
は
4
ら
え
し
て
乙
の
施
設
方
針
γ
ケ
多
の
協
力
者
一
従
っ
て
赤
字
と
申
じ
ま
し
で
も
、
い
わ
一
す
が
も
な
い
と
い
う
次
第
て
勢
い
、

4

一
…2{

…
蓄
並
び
じ
喜
一
時
鉄
骨
骨
補
助
金
ニ

J

一
昔
、
ニ
一
一
一
主
り
一
般
露
に
求
む
る
な
足
、
一
円
分
)
マ

b

斥
二
十
八
日i
厚
生
誠
一
月
十
六
日

l

露
出
納
検
査
(
吉
叶
一
己
的
予
算
語
、
一
収
穫
は
諸
政
策
の
う
す
と
と
思
っ
。
然
ら
ざ
話
、
常
に
一
喜
を
と
が
で
，
替
を
と
は
き
と
す
る
潟
譲
普
か
ら
生

J
Tる
寧
と
襲
商
に
、
霊
的
に
、
襲
撃
の

一
日
間
削
鶴
岡
河
川
類
の
審
査
和
執
行
一
六
円
喜
一
。
、
九
七
九
二
一
一

O
二
河
一
警
は
益
々
増
大
し
、
事
苦
笑
に
一

V
八
月
十
一
日
i
建
築
課
文
学
一
重
霊
感
長
吉
一
ち
警
警
関
し
て
は
、
行
政
費
、
主
筆
撃
と
、
李
は
累
増
し
て
ゆ
き
一
に
事
い
ヂ
主
で
あ
り
京
事
、
重
一
量
耳
、
警
の
た
町
の
撃
で
あ
増
警
計
上
す
る

ζ
と
の
易
ぎ
に
警

官
1
1
1
i
l
Jじ
た
の
で
公
表
す
一
に
対
し
て
、
歳
出
じ
お
い
て
華
度
へ
一
概
算
七
一
一
一
、

0
0
0、
0
0
0
円
喜
一
八
日

l

品
揺
検
査
(
七
月
分
ニ
マ
十
一
月
一
一
一
十
日

i

土
木
課
そ
一
一
要
費
以
外
の
、
警
重
な
る
校
章
一
つ
い
語
、
地
方
自
室
と
し
て
、
九
一
聞
く
区
い
て
も
同
様
、

ζ

の
際
、
不
要
一
る
言
、

ζ

れ
は
当
然
ぞ
覧
返
り
と
政
策
量
点
を
置
い
て
、
予
算
措
震
に

3

一
…
昭i
…
る
。
…
題
し
た
雲
小
学
校
戦
喜
一
旧
喜
一
る
。
一
マ
八
月
二
十
五
日

l
選
管
理
委
員
会
一
月
十
三
日

i
誌
編
筆
へ
十
一
月
一
撃
六
午
高
の
金
額
三
五
よ
さ
一

Z
E

傷
つ
け
て
も
、
震
に
忠
義
な
!
と
申
し
ま
し
で
も
、
事
実
よ
し
て
望
書
い
ず
れ
じ
せ
よ
、
五
新
害
警
乙
と
の
繋
ぎ
を
さ
げ
る
よ

和
一
山
事
人
…
昭
和
一
一
一
十
三
、
主
ハ
一
二
五

O
O
丹
、
港
小
学
校
戦
一
以
上
綜
合
す
る
に
歳
出
町
撃
に
章
一
マ
九
時
一
日
!
衛
生
録
マ
九
月
八
日
一
分
〉
一
れ
て
は
吉
ぱ
い
の
で
品
り
ま
す
か
ら
一
っ
て
、

S
O
Z
発
し
て
救γ

主
的
一
不
要
事
業
は
あ
る
は
ず
さ
い
の
で
一
芸
品
震
が
約
束
さ
れ
て
い
る
の
う
に
な
り
、
較
し
い
襲
が
か
り
に
あ

と
…
、
ま
…
一
一
月
十
七
日
一
議
事
一
、
四
一
角

0
0
0一
向
、
一
る
た
め
、
過
大
長
人
見
著
書
上
一
露
中
学
校
、
警
小
学
校
マ
九
月
一
以
上
霊
的
結
果
一
般
に
議

E
A
一
一
一
億
八
平
万
と
い
う
一
一
一
十
年
践
の
当
初
一
ず
に
は
い
ら
話
事
弘
氏
ス
る
お
そ
一
必
要
で
は
あ
っ
て
も
、
会
き
れ
す
り
ま
す
か
ら
、
あ
え
て
お
そ
る
ふ
っ
て
も
、
民
毒
事
一
書
記
て

隠
一
…
…
平
塚
市
監
査
一
春
日
野
中
学
校
幾
重
一
一
、
五
一
一
一
八
、
一
じ
た
践
が
め
る

o
a

章
一
一
十
量
一
十
一
一
一

H
l

港
小
学
校
、
毒
事
校
一
課
さ
れ
て
い
る
も
、
宗
霊
督
室
一
重
同
空
予
算
書
撃
の
上
で
一
れ
が
あ
る
。
幸
い
に
ノ
じ
て
、
わ
が
平
塚
一
事
業
と
い
う
も
の
は
、
乙
の
害
警
官
、
は
な
い
と
患
つ
の
で
品
り
ま
す
。
一
華
麗
に
打
ち
出
す
と
と
が
む
つ

E

一
.
委
員
密
主

0
0
0円
、
重
高
等
学
校
接
話
豆
大
三
撃
事
、
一
三

ζ

と
は
必
一
マ
九
月
土
ハ
日

1

喜
小
学
校
葉
一
枚
土
地
次
長
聖
地
に
つ
い
て
未
処
一
聖
護

ρ
ι見
せ
か
け
て
い
る
に
過
ぎ
一
車
、
過
素
早
赤
字
な
背
負
っ
て
お
っ
一
延
べ
る
な
り
見
送
る
な
り
し
て
、
補
助
む
し
ろ
重
は
納
得
じ
て
ぐ
れ
る
は
ず
一
い
と
い
う
結
警
な
る
。
新
し
い
滋
を

一

0
0

一
妻
、o夫
、
五
0
0
問
、
第
一
穂
一
表
明
号
、
霊
童
特
別
の
量
一
喜
校
マ
九
豆
一
十
日

i

春
日
章
一
理
の
も
の
が
あ
る
。
一
な
い
と
尽
つ
の
で
あ
り
ま
す
。
乙
れ
は
一
て
も
、
ま
だ
土
蓄
を
あ
げ
る
ほ
と
扇
金
の
確
保
と
塁
草
案
富
能
力
十
だ
と
蕊
つ
の
で
あ
り
ま
す
。
忘
る
に
市
い
護
軍
て
せ
ざ
る
を
得

一
一
撃
章
受
に
お
い
て
二
十
八
年
古
狩
一
住
宅
建
設
蓑
ニ
五
、
二
五
一
一
二
一
議
長
喜
尽
す
べ
き
で
、
一
一
十
六
一

i
i
(
i
l
i
l
i
-
-

一
ま
さ
に
不
警
震
は
の
で
品
り
ま
す
一
体
で
は
な

C

の
で
あ
り
ま
す
。
号
、
一
と
を
見
合
っ
て
、
表

ζ

れ
を
処
返
し
官
上
、
概
略
室
主
主
義
で
あ
一
事
角
の
哲
い
遜
も
裏
の
お
さ
に

一
重
算
総
額
四
一
一
一
品
、

o
一
一
一
さ
一
一
六
一

0
0

田
空
襲
撃
霊
童
一
、
一
年
度
以
降
毎
年
度
決
算
審
章
一
意
見
警
に
一
関
民
健
康
探
険
の
一
環
一
、
一
一
十
九
差
異
苦
手
る
一
そ
れ
り
と

ζ

ら
で
喰
い
去
れ
ば
と
い
一
て
ゆ
ぐ
よ
り
他
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
一
芸
芸
、
空
襲
議
日
三
た
一
そ
皇
命
た
る
清
新
な
昧
い
を
失
う
。

蟻
一
時
特
ゴ
一
一
時
れ
日
一
一
一
一
一
九
日
目
吋

r同
説
明
一
一
一
持
説
明
日
れ
わ
れ
詩
情
っ
一
二
重
加
入
者
を
除
外
一
語
同
諮
問
刊
誌
長
一
一
九
円
下
町
パ
持
辻
幹
部
引
時
計
品
川
市
日
れ
れ
れ
野
刊
誌
日
開
山
一

M
M良
川
諮
問
問
時

幸
一
引
一
一
一
、
八
五

O
、
七
六
一
一
一
円
七
六
銭
一
一
一
一
三

0
0
喜
章
け
は
、
玄
関
一
一
葉
市
聖
書
忠
実
施
男
量
一
者
へ
管
、
星
第
七
条
の
想
定
に
一
字
一

L
合
せ
る
た
め
過
大
袋
入
見
喜
一
五
、
襲
警
解
消
の
線
に
そ
う
だ
予
一
は
継
続
的
ば
事
業
も
打
ち
切
ろ
う
。
は
一
当
然
、
緊
縮
政
策
基
り
ざ
る
を
得
は
一
品
り
ま
す
。

一
の
増
加
去
、
一
ぎ
て
署
長
一
、
五
回
一
一
、
七
九
八
円
安
不
足
と
一
塁
芸
ん
よ
り
一
健
康
保
険
は
、
被
保
険
者
申

2
-
Lよ
る
被
室
長
ご
一
事
上
し
た
惑
が

2
5
2

一
云EL
F

い
O
B
i
t
-
つ
理
的
ぱ
態
度
は
執
る
べ
き
一
い
の
で
号
ま
す
け
れ
ど
も
、

2

一
以
上
が
よ
一
士
年
度
当
事
喜

一
い
て
は
、
ニ

T
八
年
度
重
総
額
四
四
一
話
、

ζ

れ
に
翌
差
よ
り
聖
書
一
昭
和
一
一
一
十
笠

P

高
年
十
二
月
ま
一
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
三
度
(
昭
如
一
割
、
撃
の
規
定
に
基
ず
い
て
組
織
す
一
年
堅
実
量
管
与
え
る
己
注
一
総
理
屋
請
さ
れ
る
。
何
し
ろ
一
一
十
八
一
で
な
い
。
黒
案
出
し
て
い
る
都
市
の
一
ぎ
つ
緊
編
成
策
と
は
、
ち
て
義
務
政
…
に
就
い
て
の
わ
た
ど
し
の
根
本
方
針
で

臨
言
、
九
一
一
一
七
、
空
七
円
に
君
、
五
一
楓
雲
箆
し
た
四
六
、
七
九
八
、
一

o

一
?
の
路
、
地
方
自
治
法
第
完
十
九
条
で
一
一
十
一
年
四
月
一

8
2

ヰ
塚
市
関
←
る
義
組
合
で
司
っ
て
、
私
傷
病
に
一
必
季
号
、
赤
字
解
消
に
域
別
の
』
年
震
に
お
い
て
は
二
平
二
百
九
十
方
、
一
軍
議
室
ま
す
る
に
、
独
自
皇
一
警
は
ほ
い
と
い
う
}
事
な
の
で
号
一
号
、
震
の
童
じ
あ
り
ま
す
。
ぉ

一
年
度
は
慰
霊
、
一
部
一
一
一
、
四
一
一
一
九
円
一
九
月
七
六
警
差
出
品
赤
字
に
し
て
一
第
一
一
一
旗
並
び
に
第
二
富
十
条
第
一
環
一
量
震
襲
撃
五
空
宇
長
一
っ
き
療
養
に
関
す
る
給
付
を
す
る
も
一
霞
」
ぜ
講
じ
、
金
力
量
す
ベ
冶
で
二
一
一
一
一
十
九
年
度
に
お
い
て
は
幸
吉
万
一
ま
れ
た
議
事
支
部
思
議
、
一
ま
す

o

む
し
ろ
、
伸
び
ん
が
た
め
に
絡
一
方
針
の
具
体
的
裏
付
げ
は
、
茎
総
括

す
き
章
二
、
二
室
、
九
一
員
号
士
重
量
喜
一
震
の
建
に
多
量

2

の
と
一
外
す
と

ζ

と
と
な
り
ま
じ
た
か
喜
一
円
の
組
合
員
の
被
害
一
十
六
年
度
以
ご
年
度
亘
書
ぎ
か
え
一
一
一
去
の
警
護
五
そ
の
俄
は
お
お
む
ね
財
政
競
技
主
じ
一
む
、
あ
る
い
は
、
書
せ
ん
が
た
え
霊
害
警
に
雪
れ
て
い
暴

3
一
八
一
一
月
七
六
警
士
一
、
五
%
)
と
一
良
費
約
一
一
一

J

一0
0、
O
O
Q丹
、
統
一
お
り
響
し
た
。
一
言
じ
ま
す
。
一
該
当
者
善
言
、
襲
警
思
支
所
有
育
、
建
全
霊
雪
に
つ
い
て
注
一
な
っ
て
き
て
し
わ
躍
を
さ
れ
て
ど
る
の
一
ん
ま
り
し
て
お
り
、
大
台
、
望
書
一
立
ち
止
っ
て
撃
を
と
と
の
え
る
、
と
一
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
霊
室
長
一

龍
一
な
ゐ
。
費
定
額
二
三
一
五
五
、
一
水
量
量
一
一
一
、

0
8
、

0
0
0
4
量
霊
感
書
一
一
、
襲
保
険
の
被
筆
者
一
彦
、
運
営
量
ま
で
室
主

1
以
下
一
葉
ま
っ
た
に
も
拘
'
字
、
誼
だ
喜
一
で
す
か
ら
二
汀
量
一

L

し
て
も
、
事
業
一
環
で
申
す
な
れ
ば
「
警
も
禁
ず
鹿
一
い
う

ζ

と
な
の
で
あ
り
ま
す
。
一
車
問
申
し
上
げ
ま
す
の
で
、
華
街

一
一
一
一
一
一
室
長
翠
度
よ
り
一
繰
主
計
六
、
ニ

0
0、
0
0
0
丹
、
防
護
費
一
芸
月
十
日
!
教
育
委
員
会
マ
五
月
一
ニ
、
童
保
険
の
護
章
一
さ
い
。
一
で
再
る
」
と
あ
る
遇
、
一
一
一
十
年
度
章
一
奪
じ
て
も
、
市
政
事
エ
寄
欠
の
一
存
ら
ず
」
と
誓
っ
た
都
市
の
蓄
え
一
行
雨
量
ょ
の
予
算
の
組
み
方
と
申
す
も
検
討
の
よ
、
重
審
議
の
ほ
ど
お
綴
い

一
嘉
壌
と
な
づ
て
お
語
、
費
に
お
一
の
財
重
量
約
一
一
一
、
五

0
0、
0
0
…
十
六
日
l

庶
務
課
…
一
一
一
、
日
震
労
働
者
健
康
保
険
襲
撃
一

j
l
i
-
-
i
i

一
語
警
が
に
と
の
査
誌
の
義
著
書
だ
は
霊
雲
母
、
乙
れ
一
見
せ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、

ζ

れ
す
、
そ
の
規
事
一
警
れ
て
お
り
一
す
る
次
第
で

Z
あ
り
ま
草
す
。
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島
包
主
う

a主
宅
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宅

3三
主
3
J
2
J
f

く2
s
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主
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ラ
ア

4一
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a
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己
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民
色
一
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h凶h
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i
i

一
瀬
書

i
舟
寺
Z
で
芸
須
翼
室

5
?賀
霊
警

f
港
雪
草

i
ま
季
Z
;
;
で
量
毒

t
遂
警
z
ん
会
だ
苦
も
の
だ
と
一

i
f
i
z
z

引
揚
申
告
撃
を
出
一

j
l
i
l
i
-
-
i
l
i
l
i
-
-
i
l
l
-
i
l
i
l
i
-
-
i
l
i
-
-

十
i
l
l
-

一
諸
問
接
持
清
一
府
内
町
長
男
都
一
初
日
甘
い
山
山
崎
諮
問
一
段
位
話
襲
撃
動
の
一
一
豊
平
壌
市
守
璽
詔
判
州
出
劉
一
副
届
附
制
一
一
弓
諮
語
叫
立
計
幻
軒
れ
詰
鵠
諸
詩
説
謹
灯
型
器
一
晋
静
苦
口
廷
日
綜
話
話
山
鰐
註
髭
荒
告

M戸
「
rドf
:
:

ス
在
5
に
唱で

一
了
一
祭
襖
貿
湊
一
マ
つ
三
て
も
義
護
さ
主

5
れ
♀
て
い

l
に
お
わ
け
i
E
i
ぱ
ム
す
一
す
郡
、
大
量
住
量
郡
の
完
北
北

V詰
詰
5

林
蓄
幕
警
で
伐
襲
採
採
一

τ警た
のg詰
世
芸
蓋
か
2
芸
戸
需i中
止
一

τ喜
的
毒
警
Lと
も
左

RなRい
、
柱
霊
回
露
法
人
ム
一
ニ
…
荘
投
…
不
…
燃
燃
目
佑

3佑
ま
却
都
郁
芝
叫
帝
巾
に
一
失
失
一

一
一

τ
L
。
穣
警
々
2

と
た
泳
三
れ
て
い
た
呈
さ
れ
た
木
在
、
望
号
で
須
賀
湊
一
害
警

ζ

つ
ま
で
で
あ
っ
た
。
喜
一
葉
山
県
差
問
題
言
、
全
国
主

d

，

Z
E
-
-
J一
イ
一
j
i
1
1
i

一
私
は
霊
安
う
な
平
塚
市
不
燃
協
会
一
番
火
害

L
す
る
よ
う
蓄
し
、
題

一
署
長
署
警
が
宣
告
一
督
、
そ
の
告
を
利
用
し
一
ま
で
流
し
皆
、

ζ
主
主

-
L劃
一
需
よ
る
と
、
害
毒
害
し
た
亘
書
連
盟
専
て
票
以
喜
一
室
、
賞
、
火
事
長
父
と
一
お
れ
て
一
予
算
の
事
、
大
し
だ
き
し
て
い
一
一
一
件
一
笠
宮
一
号
一
お
お
一
号
市
署
名
督
協
会
長
と
し
、
一
言
ま
い
で
、

ζ
れ
の
喜

一
軒
以
認
す
建
立
ド
間
関
去
に
い
ろ
い
ろ
一
信
許
認

m
U
F
L
一
諮
問
時
間
前
町
一
持
一
日
間
諮
問
川
町
長
山
一
民
間
以
内
一
誌
は
一
一
日
伝
説
紅
白
一
|
特
配
置
畳
半
一
諮
問
知
能
一
…
控
訴
許
可

の
震
る
い
の
一
翼
雨
量
の
要
品
製
口
一
い
を
と
が
見
受
け
ら
れ
る
。
一
提
審
い
た
だ
い
て
お
主
主
、
昔
掛
か
さ

2
2
2

一
っ
て
、
不
雲
市
重
量
す
ま
で
に
巨

K
P
H坪
聖
管
、
露
な
り
暴5
2
5
F
早
急L実
現
い
た

す
べ
て
ロ
、
ぃ
一
場
の
替
、
横
浜
畠
立
基
霊
に
す
っ
き
よ
ど
須
賀
が
も
っ
て
い
た
交
通
す
未
申
告
の
方
が
外
い
震
で
あ
り
ま
一
吉
出
し
た
も
の
だ
。
学
理
や
定
理
じ
一
う
に
し
た

L

。
え
さ
と
を
一
宜
主
ぺ
ば
一
塁
箇
で
も
ま
れ
な
僅
か
な
壁
面
積
一
そ
の
額
、
義
憲
章
需
要
し
一
し
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ζ
れ
が
ひ

ち
と
須
賀
撲
で
一
須
賀
療
官
経
由
じ
に
文
書
襲
警
の
利
害
、
毒
人
の
重
と
も
い
う
一
す
の
で
、
終
戦
時
ま
で
外
地
に
居
住
し
一
や
ば
い

b

現
実d
L辛
一
椀
じ
て
き
占
一
「
基
本
つ
は
、
少
な
ど
て
も
平
塚
市
一
で
喜
ば
し
い
と
思
っ
て
い
る
と
、
ニ
十
一
て
夢
。
そ
し
て
会
員
中
火
災
通
つ
一
い
て
語
突
い
な
る
利
害
号
、

陸
上
ば
さ
れ
、
一
し
て
い
る
。
一
言
襲
撃
毒
性
が
具
合
よ
ぐ
調
玄
室
歯
へ
引
警
れ
た
重
苦
一
政
で

2
0
ζ

れ
程
残
念
で
あ
り
、
乙
一
じ
約
一
万
一
一
一
番
も
の
一
震
が
あ
る
。
一
九
年
控
訴
た
ま
た
警
て
嘗
て
い
る
。
…
た
厚
で
鉄
筋
コ
/
ク

1

ト
な
り
、
一
毛
主
君
主

E
Z
、
闘
力
を
霊

あ
ら
た
的
て
一
刻
一
妻
子
匂
善
江
戸
一
鉄
読
ま
で
一
一
一
一
和
し
て
、
そ
の
華
字
芝
蓄
し
一
洩
れ
ほ
ぐ
次
の
と
こ
ろ
露
出
て
も
一
義
悲
惨
な
も
の
は
な
い
。
一
時
五
乙
れ
さ
時
に
一
長
義
が
な
い

J

一
表
に
あ
る
と
お
り
平
程
一
一
十
五
件
で
す
ツ
ク
な
り
、
襲
警
警
は
り
一
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

要
望
奨
一
十
六
雫
俊
一
雫
国
ま
で
}
一
一
十
量
、
一
元
た
か
乃
だ
と
思
っ
。
一
、
。
一
民
へ
つ
芦
議
さ
れ
て
し
ま
い
、
富
に
一
と
一
お
れ
七
で
し
ょ
う

o

確
か
に
そ
う
一
二

O
一
一
坪
九
二
〈
司
件
当
り
八
坪
三
富
け
な
い
響
造
由
。
乙
れ
は
霊
一
日
手
訪
れ
る
外
国
人
の
英
語
雲

母
L
つ
み
か
ォ
一
一
一
一
週
一
一
時
へ
は
十
一
一
一
箆
で
あ
っ
た
。
一

0
0

一L

平
塚
駅
ム
閑
語
す
っ
て
し
雪
。
穏
当
の
用
援
で
と
で
す

o
私
し
が
守
て
も
一OO先
で
一
)
で
す
い
そ
こ
日

ι柱
、
露
呈
の
と
お
り
な
か
ば
か
り
ず
か
し
い
乙
と
一
級
と
木
の
家
を
批
評
す
る
声
高
ぎ
ま

見
詰
一
駐
日
以
前
持
活
一
時
詩
当
時
一
置
の
星
は
諸
問
ぐ
ば
れ
一
刊
誌
い
れ
れ
げ
行
持
す
れ
は
絞
殺
引
い
一
日
一
一
一
九
時
開
一
出
品
川
午
前
日
一
一
耕
一
郎
総
龍
一
一
清
一

た
)
喜
へ
週
一
で
ほ
ど
、
富
上

2
5

て
い
一
帝
王
、
か
つ
て
籍
軍
事
一
す

0
5

害
警
一
翼
さ

1
4罫5

、
寒
い
冬
美
当
時
の
よ
一
な
い
塁
手
掛
け
て
実
現
区
一
一
審
毒
て
し
ま
広
量
で
あ
一
と
貯
金
虫
色
よ
り
経
哲
一
さ
と
で
も
感
じ
ら
れ
高
の
で
は
よ
、

送
さ
れ
た
。
一
た
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
こ
一
倉
庫
選
ち
は
ち
ん
で
い
た
と
与
の
で
一
方
は
、
霊
地
、
壁
、
上
盤
港
、
年
一
-
一
つ
な
鱗
ト
タ
ン
て
ま
に
棄
の
パ
ラ

τ
ロ
い
と
思
つ
の
で
あ
り
ま
す
。
一
る
。

ζ

主
計
算
は
事
に
な
ら
な
い
一
だ
と
の
協
会
は
、
火
災
に
会
っ
て
喜
一

2
2
0

一
頭
究
孝
一
ろ
の
須
賀
託
、
小
量
じ
っ
品
種
一
室
。
一
月
日
、
性
名
言
語
の
う
一
品
虫
、
下
一
ツ
ク
を
建
築
す
る
。
実
に
寒
心
に
た
よ
昔
、
重
器
事

-
L間
百
脅
し
た
ん
が
、
木
と
紙
の
家
で
は
、
官
ず
野
一
翻
す
め
必
要
議
長
、
次
に
は
焼
け
当
芸
術
は
経
済
的
に
は
警
に
替
し

織
物
さ
-
ミ
一
皇
后
で
再
っ
た
。
札
の
辻
、
需
一
円
安
奇
襲
吉
一

1
2
2
2
i

芸
三
は
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。
一
理
よ
る
と
、
昭
和
二
十
九
年
度
に
お
一
て
し
ま
う
の
が
当
卒
、
重
が
裏
甘
い
奪
遺
す
る
。
そ
し
て
養
不
一
キ
お
ち
れ
る
ら
し
い
か
ら
、
す
三

重
重
量
一
端
町
(
か
わ
ば
っ
ち
ょ
ラ
)
な
ど
と
一

l
i
l
-
-

ト
i
l
i
-
-
i

一
木
材
資
源
が
も
っ
意
見
芳
て
い
る
混
一
け
る
企
画
の
火
災
件
数
は
一
石
、
八
七
一
に
な
ら
な
い
。
も
っ
と
号
、
も
っ
と
一
燃
襲
撃
衝
の
あ
ち
己
ち
で
見
良
一
実
現
と
は
い
か
な
い
だ
る
う
問
、
ぇ

金
、
小
喜
一
い
う
地
名
は
そ
の
議
事
ら
れ
る
守

i
i
i
i
J
J

日
l
i
l
i
-
-
i
i
.

一
一
状
で
は
、
私
し
は
不
燃
化
住
宅
、
喜
一

o

号
、
焼
失
商
壁
、
き
六
九
七
一
語
堅
持
て
じ
ま
み
つ
か
も
知
れ
は
一
る
よ
う
じ
な
り
た
い
も
町
で
あ
る
。
そ
す
と
と
そ
雪
て
い
る
露
畠
る
ん

馬
(
ζ
L
C
つ
一
当
時
ひ
と
ぐ
ち
に
「
須
賀
高
?
と
一
宮
一
一

1
1

一
転
入
居
一
一
一
一
工
場
を
建
議
す
る
己
主
警
円
七
、
空
一
坪
た
そ
う
で
需
要
な
も
一
ぃ
。
一
れ
が
防
毒
L
号
、
大
火
災
じ
成
ら
一
だ
と
一
苓
つ
乙
と
を
都
議
開
、
市
長

ま
)
長
久
井
一
っ
た

o

現
在
の
平
家
警
の
戸
数
が
や
一
一
住
民
登
録
宙
開
龍
一
は
十
四
日
以
内

τ
一
一
号
。
議
ま
し
い
か
ら
一
暴
露

Z
F守
計
れ
れ
れ
M
M
M
E
一
誤
認
錦
町
十
町
村
一
日
訪
日
計
長
起
訴
一
諸
問
却
時
的
関
心
と
審
議

郡
久
保
沢
徳
ま
一
っ
と
一
且
十
数
軒
し
告
か
っ
た
誌
で
一
一
変
更
皇
、
一
一
整
量
語
っ
て
、
乙
の
重
喜
一
に
掲
げ
た
と
お
円
ら
し
い
。
一
揺
さ
軒
を
つ
内
ね
て
海
事
襲
一
共
鳴
し
た
と
す
る

4
3
、
さ
っ
き
と
一
平
塚
市
須
資
一
エ
八
一
一

長
官
、
高
一
室
。
警
の
程
度
世
襲
さ
れ
よ
う
一

i
z
進
せ
ん
と
し
て
い
る
。
舎
現
状
で
は
一
一
一
十
七
年
号
頂
宗
と
し
て
、
一
一
十
八
年
一
し
て
お
り
ま
す
。

ζ

れ
草
木
造
で
、
一
は
警
五
十
年
で
立
派
系
警
喜
一
小
沢
雲
監
投
稿

11 事


